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高校入試改革 
右記は、１１月７日の山形新聞のトップ記事です。

県立高校入試の方法を検討する検討委員会が、これ

までの推薦入試を廃止し、普通科も含む全ての高校

で、２回の受験機会にするという最終案をまとめま

した。順調にいけば、現中学１年生が受験をする

2026年から実施されるそうです。 

 

詳細はこれから検討されるでしょうが、現時点で

次のことが書かれています。以下抜粋。 

 前期（特色）選抜は、各学校のアドミッション・

ポリシー（入学者の受け入れに関する方針）に基

づいて行われる。個人面接▽集団面接▽作文▽発

表▽その他（小論文、実技、口頭試験、学校ごと

の学力検査など）－の５つから、１～３つを学校

が選択する。 

 県高校教育課は「こういう中学生に来てほし

い、との方針を各高校がアドミッション・ポリシ

ーに定めている。これに沿って学校ごとに問うも

のが変わる」と説明。 

 

 今までの推薦入試と何が違うのか、よくわかりま

せんが、普通科も含めて２回受験機会があることは

いいことですね。 

 

 また、新たに横文字が出てきましたねえ。「アドミ

ッション・ポリシー」なんでしょう？次号で、少し

かみ砕いて説明しますね。 
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